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み運動夏の交通事故防止県民総ぐる

2 

夏
は
海
や
山
、
お
盆
の
帰
省
な
ど
車
で
遠
出
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

同
時
に
暑
さ
や
レ
ジ
ャ
ー
の
疲
れ
に
よ
る
受
通
事
故
、
夏
の
解
放
感
か
ら
く

る
無
謀
運
転
な
ど
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

7
月
幻
白
か
ら

8
月
白
日

ま
で
「
夏
の
突
通
事
故
防
止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

突
通
ル

i
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
運
転
で
、
事
故
の
な

い
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

運
動
の
重
点
項
目

①
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

②
青
少
年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

③
過
労
(
い
ね
む
り
)
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
防
止

於
1
・す

。シ
1
ト
ベ
ル
ト
は
死
を
止
め
る
ベ

ル
ト
。
暑
く

て
も
忘
れ
ず
に
「
カ

チ
ッ
!
」
と
、
ベ
ル
ト
を
し
め
ま
し
ょ

、っ。

‘F

高
速
道
路
(
東
北
'
自
動
車
道
)

夏
休
み
は
外
で
遊
ぶ
子
供
が
多
く

な
り
、
子
供
に
よ
る
交
通
事
故
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。

子
供
の
交
通
事
故
の
主
な
原
因

は
、
飛
び
出
し
、
車
の
直
前
直
後
の

横
断
、
自
転
車
乗
り
な
ど
の
路
上
で

の
遊
び
で
す
。
「
危
な
い
っ
」
と
思
っ

て
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て
も
、
時
速

福島三重?i詩吟現¥¥憾

rf三之〉
'二，、..... 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
か

ら
命
を
守
る

H

命
の
綱
H

で
す

D

あ
な
た
の
た
め
に
、
家
族
の
た
め

に
運
転
者
は
も
ち
ろ
ん
、
同
乗
者
も

き
ち
ん
と
シ

1
ト
ベ
ル
ト
を
し
ま

し
ょ
う
。
事
故
で
死
亡
し
た
子
供
の

9
割
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な

か
っ
た
場
合
で
す
。

小
さ
な
子
供
に
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
!
ト
を
着
用
す
れ
ば
よ
り
安
全
で島、、

ωキ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
走
っ
て
い
る
車

が
、
完
全
に
止
ま
る
ま
で
約
幻
メ
ー

ト
ル
、
時
速

ωキ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
と

仏
メ
ー
ト
ル
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
お
年
寄
り
に
は
、
心
身
の

衰
え
か
ら
耳
が
遠
く
な
っ
た
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
が
低
下
す
る
な
ど
の
特
性

が
あ
る
こ
と
を
お
互
い
に
認
識
し
あ

い
、
子
供
や
お
年
寄
り
を
見
か
け
た

ら
、
十
分
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
『
予

測
運
転
』
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

D

た
だ
で
さ
え
体
力
が
消
耗
し
や
す

い
夏

9

行
楽
や
帰
省
な
ど
で
の
長
距

離
運
転
は
心
身
と
も
に
疲
れ
、
眠
気

を
ひ
き
お
こ
し
、
大
変
危
険
で
す
。

眠
く
な
っ
た
ら
無
理
を
し
な
い
で

休
憩
し
ま
し
ょ
う
。
た
と
え
5
分
間

で
も
仮
眠
を
と
れ
ば
、
ス
ッ
キ
リ
し

ま
す
c
1
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走
行

し
た
ら
日
分
間
の
休
憩
を
と
る
「
一

一
O

(イ
チ
イ
チ
マ
ル
)
」
運
動
を

心
が
け
ま
し
ょ
う

G

3 



夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

∞
〉
市
川
町
吋
て

。羽コ
¥m

年
々
突
通
事
故
が
増
加
し
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
ま
す
事
故
の
発
生
実
態
を
正
し
く
つ
か
む
と
と
が
必
要

で
す
。
そ
こ
で
、
平
成

5
年
1
月
か
ら
今
年
の

6
月
加
臼
ま
で
の
、
村
内
の
突
通

事
故
の
発
生
状
況
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
(
資
料
提
供
・
石
川
警
察
署
)

通念でと
し い
よう
っこ

μ か と
。iうま

え

る
の
で
は
な
しユ

続
い
て
、
道
路
の
区
分
別
に
み
て

み
る
と
、
関
道

(
1
1
8
号
)
で
は

お
件
、
全
体
の
印
%
を
占
め
、
県
道

が
四
件
で
お
%
、
村
道
は

6
件
で

ロ
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
村

道
で
発
生
し
た
6
件
の
う
ち
、
4
件

が
村
道
1

!
日
号
線
(
空
港
西
側
進

入
路
)
で
発
生
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
比
較
的
幅
員
の

広
い
整
備
さ
れ
た
道
路
で
の
交
通
事

故
が
多
い
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

昨
年
1
月
か
ら
今
年
6
月
初
日
ま

で
の
約
1
年
半
の
聞
に
発
生
し
た
交

通
事
故
は
臼
件
で
、
死
亡
事
故
は
幸

い
に
し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

負
傷
者
は
位
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
3
年
5
月
3

H
に
死

亡
事
故
が
発
生
し
て
以
来
、
6
月
初

日
現
在
で
l
，
1
4
4
日
間
死
亡
事

故
ゼ
ロ
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

の
記
録
が
永
遠
に
続
く
よ
う
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

次
に
、
昨
年
1
月
か
ら
今
年
の
4

月
初
日
ま
で
を
み
た
場
合
、

事
故
件

数
は
印
件
で
す
。
そ
の
う
ち
若
年
運

転
者
(
お
歳
未
満
の
者
)
に
よ
る
事

故
は
四
件
で
、
全
体
の
お
%
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
女
性
運
転
者

に
よ
る
事
故
が
印
件
(
初
%
)
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
若
年
運
転
者
の
事

故
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
運
転
経

験
年
数
の
浅
い
者
の
事
故
が
多
い
、

4 

最
後
に
、
事
故
原
因
別
に
み
て
み

る
と
「
安
全
運
転
義
務
違
反
」
に
よ

る
も
の
が
約
7
割
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
事
故
と
い
え
ば
「
ス
ピ
ー
ド
」

「
追
い
越
し
」
「
信
号
無
視
」
な
ど

と
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
「
安

全
運
転
義
務
違
反
」
に
よ
る
も
の
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た

D

と
こ
ろ
で
「
安
全
運
転
義
務
違
反
」

と
い
っ
て
も
、
そ
の
中
身
は
さ
ま
ざ

ま
で
あ
り
、
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の

が
「
前
方
不
注
意
」
で

U
件
、
全
体

の
幻
%
で
し
た
。

ま
た
、
悪
質
違
反
の
「
信
号
無
視
L

に
よ
る
事
故
が
4
件
あ
り
ま
し
た
口

こ
れ
は
夜
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
「
安
全
運
転
義

務
違
反
」
に
よ
る
事
故
が
大
半
で

あ
っ
た
た
め
、
死
亡
者
が
で
な
い
で

済
ん
だ
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
死
亡
事
故
は
「
ス
ピ
ー
ド
の
出

し
す
ぎ
」
だ
け
で
発
生
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
「
う
っ
か
り
・
ぼ
ん

や
り
運
転
」
で
の
死
亡
事
故
も
少
な

く
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
十
分
認
識

し
て
安
全
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

[ H 5. 1. 1 '"'-' H 6. 6. 20] 

地球より
たった
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シリーズ国体①

大
型
庖
出
窓
が
原
則
と
し
て
自
由
化

(
1
，
0
0
0
2m未
満
に
拡
大
。
今
ま

で
は

5
0
0
2
m未
満
)
さ
れ
る
な
ど
、
中
小
小
売
商
業
を
取
り
ま
く
環
境
は
、

大
庖
法
の
規
制
緩
和
や
消
費
者
二
l
ズ
の
多
様
化
等
一
層
き
び
し
さ
を
増
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
ほ
ど
県
内
の
中
小
小
売
業
の
方
々
に
小

苑
商
業
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
否
た
め
に
、
小
売
商
業
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
開
催
さ
れ
る
ふ
く
し
ま
国
体
を

P
R
し
よ
う
と
、

6

月
初
日
(
月
)
国
体
の
花

〈
マ
リ

l
ゴ
ー
ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
の

2
種
〉
の
植
え
付
け
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

作
業
に
あ
た
っ
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
や
公
民
館
職
員
ら

は
、
各
地
一
込
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
丹
念
に
育
て
ら
れ
た
国
体
の

花
を
、
プ
ラ
ン
タ

i
(
2
0
0
個
)
と
、
役
場
南
側
駐
車
場

法
面

(
2
0
0
メ
ー
ト
ル
)
に
、
小
雨
の
中
、
手
際
よ
く
植

え
付
け
て
い
ま
し
た
。

村
に
も
福
島
空
港
を
利
用
す
る
国
体
関
係
者
が
多
く
な
る

か
と
思
い
ま
す
。
き
れ
い
な
花
、
き
れ
い
な
環
境
で
、

さ
わ

や
か
に
歓
迎
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

全国各地で今、繁盛忠となって

いる新時代の最新事例をわかりや

すくビデオで作成した七のを黄出

し、または見ることができます。

全国約4001苫舗の大型小売庖・ス-

}"ーの売り場から、最新売れ筋情報

(食品工000種・家庭用品1，100種)

を端末機で自由にウオッチンク、でき

ます。

M
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
小
売
商
業
者
向

け
に
衛
生
放
送
を
通
じ
提
供
さ
れ
て

い
る
映
像
情
報
番
組
で
す
。毎
週
月
曜

巴
か
ら
金
曜
日
の
午
後

2
時

1
3時

に
、
長
自
治
会
館
5
諸
問
セ
ン
タ
ー

研
修
コ
ー
ナ
ー
で
放
映
し
て
い
ま
す
。

小
売
商
業
関
係
の
全
国
お
よ
び
県

内
で
開
催
さ
れ
る
①
展
示
会

・
イ
ベ

ン
ト
情
報
②
講
演
会

・
セ
ミ
ナ
ー
情

報
を
定
期
的

(
2か
月
に

1
回
)
に

調
査
し
、
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
空
き
庖
舗
情
報
な
ど
も
提

供
し
ま
す
。

県
内
外
の
繁
盛
庖
取
材

レ
ポ
ー
ト
、
P
O
S
(亮

れ
筋
商
品
)
情
報
、
ビ
デ

オ
紹
介、

展
示
会
・
イ
ベ

小
売
商
業
者
向
け
の
業
界
誌
・
業
界

新
聞
・
雑
誌

・
報
告
書
・

統
計
資
料
な

ど
を
自
由
に
見
れ
ま
す
。
ま
た
、
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
の
貨
出
し
も
行
い
ま
す
。

ン
ト
の
案
内
、な
ど
の
内
容

で
稿
月
発
行
し
ま
す。

⑫ 

'L
い
運
動

7月15日現在
秋季大会まで
あと456日

会員紹介「ょっぱの会」

『工ビチリソース煮J
6月に永林正三さん(中)を講師に関かれた 「若い女性の料

理教室」から、今回は 工々ピチリソース煮々を紹介しますo

b作り方‘
①エピは、背わたを取り、水気をよくとっておきます。

②エピに@を加えてよくもみ込みます。

③卵白を泡立て器で、白くクリーム状になるまで泡立てて、

エビを入れて衣とする。

④100度ぐらいの低湿の油で、工ピを揚げます。

⑤⑮に工ピとクリーンピースを入れて、中火で 2"-'3分煮込

み、ねぎと水溶き片栗粉を加えて、とろみがついたらごま

油を少々入れます。

t)@@母母母

6 

①
小
売
商
業
に
関
す
る
各
種
相

談
を
窓
口
、
電
話
F
A
X等
で

お
受
け
し
ま
す
。

②
専
門
家
(
中
小
企
業
診
断

士
・
販
売
士

・
建
築
士
・
不
動

産
鑑
定
士
な
ど
)
に
よ
る
、
現

地
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

す。

今回は、中、岩法寺、竜崎の会員を紹介します。(敬称略)

田中地区:双里不二枝、吉田和子、小針タ力子、添田文

子、JJ¥針力ツ子、岩谷千里、双里トク、飯田由子、永

林茂代、角田宇クミ 、小針恵子

国岩法寺地区 :大竹トミ工、石森二三子、武田美智子、

佐久間春枝

酒竜崎地区:小林アヤ子、 小林キイ子、小林弥栄子、小

林節子、渡辺海代、湯沢てい子、岡部栄子

以上の方々です。どうぞ気軽に声をかけてください。
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平成6年?I月

ーみなさんからの話題を
おまちしています-

かれんな初夏の山野草一堂に

第33回玉川山野草展

玉川!山野草会主催の山野草展が、村就業改善セン

ターで関かれました。会場には、会員が丹精込めて育

てたウチョウランなどが数多く展示され、愛好者らの

目を楽しませていました。

ウチョウラン一般の部の各賞は次のとおり。 {敬称略}

*村長賞車問 常代(小高)

*会長賞小山田ミチ( -'l ) 

*民報社賞大野 康統(矢吹町)

*銀 賞久保木徳雄(蒜生)大越

奥野四郎(中 )

車田光雄(小高)水野

車田キヨノ (小高)双里

矢吹常雄(吉 )

役場企麗調整課
広報係まで

広報たまかわ

河
平
組
!こ
待

)qJ 亡周

平主
佳の

設 会轡祝賀会

書面
税 H
賀

盟

河
平
地
区
に
建
築
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
、
河
平

集
会
所
が
完
成
し
、
落
成
祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
o

h

祝
賀
会
は
、
大
字
山
新
田
字
河
平
地
内
の
現
地
で

一
行
わ
れ
、
塩
沢
元
良
河
平
組
長
が

「河
平
組
の
永
年

r

の
夢
で
あ
っ
た
集
会
所
が
、
村
当
局
や
関
係
者
の
協

一
力
に
よ
り
立
派
に
完
成
し
、
感
謝
し
ま
す
」
と
あ
い

支』つ。車
田
次
夫
村
長
、
塩
田
征
二
郎
村
議
会
議
長
の
祝

辞
の
後
、
石
井
春
義
四
辻
新
田
区
長
の
乾
杯
で
、
集

「
会
所
の
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
河
平
組
(
日
世
帯
)
の
み
な
さ
ん
は
「
今

ま
で
自
分
の
家
を
使
っ
て
集
ま
っ
て
い
た
が
、
こ
れ

で
解
消
で
き
ま
す

D

し
か
も
野
菜
集
荷
所
も
つ
い
て

い
る
の
で
便
利
で
す
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

-F 

一司

平成6年ワ月

川辺地区農業集落排水処理施設

通水式

}/{辺地区に建設がすすめられていた農業集落排水処

理施設が完成し、 JI/辺字中沖地内の現地で通水式が行

われました。

初めに、玉串奉典などの祭事がおごそかに取り行わ

れた後、式に入札車回次夫村長が「豊かな自然環境

を保持するため、使用した水をもとのきれいな姿にも

どして自然に帰すことは地域社会の責務である」とあ

いさつ。角田文弥農政課長が、平成 3年度から 6年度

の完成に至るまでの工事経過を報告した後、車田村長

の手によりスイッチが入れられ、処理場の機器が始動

し通水を開始。

その後、大野県議会議員、須藤県中農地事務所長ら

の祝辞に続いて、桜の記念植樹が行われ、処理施設の

通水を祝いましたD

今回の排水処理場、本管路の完成により、 7月から

始まる各家庭雑排水流末処理工事の完了した分から、

随時供用されるようになります。

広報たまかわ

川辺地区、生活排水がきれいに

ソフトは川辺が2度目のV!
村民ソフトボール大会 協調
家庭バレーボール大会 調副

第24田村民ソフトボール大会が村民グランドで、

第29回村民家庭バレーボール大会が勤労者体育セン

ターでそれぞれ行われました。

ソフトボールは、 40歳以上の男子、家庭バレーボー

ルは30歳以上の女子が参加、各地区から男女11チー

ムずつの22チームが出場し熱戦を展開しました。

この球技大会は村公民館が主催し毎年開かれてお

り、参加した選手たちは伸び伸びとプレーを楽しん

でいました口成績は次のとおり。

ヅヨ長本長(/f!
v優勝 Jlf辺 v準優勝小高.，，-3位岩法寺、山小屋

家庭ZtUγ怒拐殺

V優勝小高 v準優勝

一二(南須釜)

安親(中)

トク (中)

Aム合

員*錦

• 

母努力賞
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南須釜中.，，-3位

「
住
み
良
い
村
柿
つ
く
り
に
役
立
と
う

f」

玉
川
村
氏
海
外
派
遣
団

連
絡
協
議
会
総
会

村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成

6
年
度
玉
川
村
氏
海
外
派
遣
団
連
絡

協
議
会
(
塩
沢
金
吾
会
長
)
総
会
が

関
か
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
平
成
5
年
度
の
事
業

報
告
の
後
、

6
年
度
事
業
計
画
を
承

認
。
派
遣
を
と
お
し
て
学
ん
だ
こ
と

を
自
ら
実
践
し
、
明
る
く
住
み
良
い

村
づ
く
り
に
少
し
で
も
役
立
と
う
、

と
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

塩
沢
君
、
囲
碁
で
全
国
大
会
ヘ

圏

全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
福
島
県
大
会

第
四
回
全
国
高
校
囲
碁
選
手
権
大

会
福
島
県
大
会
が
、
福
島
市
の
テ
レ

ゼ
ユ

l
福
島
を
会
場
に
行
わ
れ
、
南

須
釜
の
塩
沢
裕
史
君
(
県
立
須
賀
川

高
校
一
年
)
が
、
男
子
個
人
戦
の
部

で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
日
本
棋
院
な
ど
が

主
催
。
第
日
回
福
島
県
高
校
総
合
文

化
祭
の
参
加
行
事
と
し
て
県
内
か
ら

ロ
の
高
校
が
出
場
し
て
開
か
れ
た
も

の
で
す
。

2
位
と
な
っ
た
塩
沢
君
は

7
月
お
日
か
ら
幻
日
に
か
け
て
行
わ

れ
る
全
国
大
会
の
出
場
権
を
獲
得
。

全
国
大
会
で
は
優
勝
を
目
指
し

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
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惨放送日時

フ月30日出

14 : 00""'15 : 24 

重量

来春、中学/高校卒業者の
求人受付中

泉保育所の~通指導より

浜通り高等技術専門校
{仮称]

平成7年4月開校・学生募集

平成7年3月の中学校、高等学校卒業

者を対象とした、求人の受付を行ってい

ます。ぜひ早めに最寄りの公共職業安定

所にお申込みください。

・中学校卒業予定者を対象とする求人は

すべて公共職業安定所受付となりま

す。 1fli"12月1巴以降、選考開始

・高等学校卒業予定者を対象とする求人

はすべて公共職業安定所に求人票を提

出し、受理確認を受けていただきま

す。町7月1日以降、事業主への受付

票返戻、学校における求人受付(上記

確認後)

9月5日以降、推薦開始。

9月16日以降、選考開始。

詳しくは、最寄りの公共職業安定所ま

現在、福島県では平成7年4月間校を
目指して、原町市に新しい高等技術専門
校を建設しています。開設される科目は

電子制御科、自動車整備科、アパレルシ
ステム科、建築技術科の4科で、いすれ
も高卒者.を対象とする 2年課程です。各
科とも定員は20名となっています。
詳しくは、福島県庁内職業能力開発

課(岱0245-21-7299)へお問い合わせく

ださい。

6月10日

自衛官を募集します j

9月6日

社会を明るくする運動
E~j"Æ倒置

「社会を明るくする運動」はすべての

菌民が、犯罪の防止と罪を犯した人たち

の更正について理解を深め、それぞれの

立場において力を合わせ、犯罪や非行の

ない明るい社会を築こうとする全菌的な

運動です。

時代を担う少年を非行から守り、非行

に陥った少年の立ち直りを助けるため、

地域に理解と協力の輸を広げましょう。

また、この期間は「青少年健全育域県

民総くeるみ運動J I青少年を非行から守

る全国強調月間」でもあります。

勺忘れあいと対話が築く明るい社会令

10 

で。

「役員変更登記Jは
お済みですか!

砂番組名

福島中央テレビ

『ふるさと発電波劇場』

9月中旬

曹候補士

9月20日

1次
9月18自

1次
9月23日

5月1日

8月31日

9月5日

9月15自

8月1日

9月14日

8月1日

S月9巳

2等陸・海・空土
(男子:一般)

法人(株式、合名、合資、有限の各会

社。その他法人組織)は商号、本庖所在

地、役員などが変わった場合には、一定

期間(2週間)内に登記をしなければなり

ません。特に株式会社の役員は定期(1 

年あるいは 3年)に登記をしなければな

らないことになっています。

登記を怠りますと、100万円以下の過料

に処せられます。詳しくは各司法書士事

務所または撞島県司法書土会(宮0245-

34-7502)までお問い合わせください。

玉川スポーツ少年団係

団員募集のお知うせ

惨中継場所

録ケケ竹f竺計..:::::~

お誕生おめでとう
ございます

保護者名

善勇
毘久
}也

義幸

文弥

泰吉

正

由起夫

義明

吉孝

英昭

名
刺
織
か
花
れ
鈴
弘
知
司
会
木
ゃ
也
か
香
み
美
村
輔
時
一

氏
さ
沙
ゅ
柚
み
美

i

か
香
わ
一
ゅ
由
ゅ
油
肘
祐
制
友

尼

す

寺

↓

F
E
F

生

本

本

形

回

田

林

越

院

越

藤

出

根

坂

宗

車

黒

小

大

大

大

佐

( 6丹窟出分)

区

辺

ぞ〉

地

111 

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として

寄付をいただきました。厚く御礼申しあげ

ます。

8月1白

色月 98

2等陸・海・空士

(男子:高卒)

2等陸・海・空士

(女子)

一般醤候補学生

航空学生

て青少年の健全育成を目的に活動をして

います。

自では、次により団員を募集中です。

砂資格~村内の)J ¥ .中学生

砂募集期間~随時

惨練習日~毎週火

砂申込先

鈴木嘉兼(n57-2038)または、村公民

館(野口)まで。

玉川スポーツ少年団は、剣道をとおし

金の2回

古
同

寺

崎

釜

タ

法

須

岩

竜

南

ク

四辻新田

"" 

記

-南須釜の草野正博さんから 3万円

・山小屋の石森定吉さんから 3万円

・四辻新田の大和田邦夫さんから 2万円

・JII辺の味原勇ーさんから 2万円

・中の小針静男さんから 3万円

・東京玉Jlf会会員の皆さんから 5万 6千円

(村社会福祉協議会)

詳しくは、郡山募集事務所へ
丁EL(0249) 32-1424 

( 6月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

味原ヒテヨ 83 勇

草野正司 71 正

石森マサ 77 定

大和田七郎 63 邦

博

吉

夫

地区

JII 辺

南須釜

山小屋

四辻新田
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管 1，730戸(-2) 

日

' 
7，667人(+12) 

3， 775人(+9) 

3，892人(十 3)

村のようす
( 6年6月1日現在)
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旬

、

為、_.‘・ a

日

、、ー

毛耐ヰ

⑨作
品

「
あ
こ
が
れ
の
ラ
イ
ダ
l
」

こ
の
写
真
は
、
前
島
貞
子
さ
ん
(
小

高
)
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
す
む

「
写
真
の
こ
と
は
、
詳
し
く
分
か

ら
な
い
ん
で
す
」
と
、
当
時
の
資
料

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

資
料
は
、
泉
オ
ー
ト
バ
イ
ク
ラ
ブ

異
名
簿
で
昭
和

m年
6
月
現
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
資
料
を
も
と
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
写
真
中
央
の
践
鏡

を
か
け
た
人
は
、
故
溝
井
正
秋
さ
ん

(
小
高
)
で
、
そ
の
左
が
故
味
原
重

次
さ
ん
(
川
辺
・
医
師
)
帽
子
を
と
っ

て
る
人
は
石
川
町
、
中
野
の
近
内
繁

さ
ん
(
現
若
川
畜
協
組
合
長
)
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
右
側
か
ら
二

番
目
の
ゴ

l
グ
ル
を
か
け
た
人
は
故

曲
山
勇
さ
ん
(
川
辺
・
材
木
商
)
で
、

左
端
は
写
真
提
供
し
て
く
れ
た
貞
子

さ
ん
の
義
父
で
、
故
前
島
寅
雄
さ
ん
、

右
端
は
故
曲
山
安
一
さ
ん
(
蒜
生
・

自
動
車
業
)
で
、
こ
の
方
た
ち
は
正

会
員
と
書
い
て
あ
り
、
計
口
名
の
会

員
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
お
年
と
い
う
と
、
お
年
に
自

動
二
輪
免
許
が
交
付
さ
れ
て
聞
も
な

い
こ
ろ
で
、
写
っ
て
い
る
大
型
の
二

輪
車
と
い
い
、
鳥
打
ち
帽
に
ネ
ク
タ

イ
の
紳
士
的
ス
タ
イ
ル
と
い
い
、
当

時
の
少
年
た
ち
の
あ
こ
が
れ
の
的

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
、
っ
。

， 

・1与-

一東京玉川会員だより-

「故郷へ帰ると、浦島太郎J

う
っ
と
し
い
樺
雨
空
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
東
京
玉
川
会
そ
し
て
玉

川
村
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま

す。
5
月
の
東
京
玉
川
会
総
会
で
は
、

必
数
年
振
り
に
会
っ
た
人
も
い
て
懐

か
し
く
語
ら
い
、
帰
り
足
に
は
グ

ル
ー
プ
で
カ
ラ
オ
ケ
に
寄
り
、
と
て

も
楽
し
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
も
、
若
い
時
分
東
京
に
あ
こ
が

れ
て
一
人
上
京
し
て
か
ら
、
早
い
も

の
で

ω数
年
が
た
ち
、
今
は
洋
服
業

に
専
念
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
の
せ

い
で
し
ょ
う
か
。
ふ
る
里
が
恋
し
く

思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

埼玉県三郷市

有賀降夫さん(南須釜出身)

8
月
に
も
帰
省
す
る
予
定
で
す
が

帰
省
の
度
に
感
じ
る
こ
と
は
「
浦
島

太
郎
」
で
は
な
い
け
れ
ど
、
名
前
や

顔
も
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
り
、
空

港
が
で
き
、
道
路
が
良
く
な
っ
て
新

し
い
庖
が
次
々
と
建
ち
、
発
展
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

母
が
、
今
年
7
月
3
日
で

ω歳
と

な
り
、
玉
川
村
で
一
番
の
長
寿
と
い

う
こ
と
だ
そ
う
で
、
こ
れ
も
皆
犠
の

お
陰
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
の
総
会
で
、
皆
様
と
再
会
で

き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、

玉
川
村
の
発
展
と
、
皆
様
方
の
御
活

躍
と
御
健
勝
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
ま
す
。
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